
阿
波
国
文
庫
旧
蔵
@
徳
島
県
立
図
書
館
蔵

は
じ
め
に

71 

徳
島
県
立
図
書
館
蔵
『
拾
遺
集
私
抄
』
は
、
不
忍
文
庫
旧
蔵
・
阿
波

国
文
庫
旧
蔵
で
、
上
下
二
冊
の
写
本
に
し
て
、
天
下
の
孤
本
で
あ
る
(
以

下
、
『
拾
遺
集
私
抄
』
を
指
し
て
「
本
書
」
、
徳
島
県
立
図
書
館
蔵
本

を
指
し
て
「
阿
波
本
」
と
い
う
)
。
阿
波
本
に
よ
る
と
、
『
拾
遺
和
歌

集
』
か
ら
三
六
五
首
の
短
歌
-
二
首
の
旋
頭
歌
。
一
首
の
短
連
歌
を
抄

出
し
、
加
え
て
田
首
の
長
歌
か
ら
一
一
唄
目
ず
っ
、
読
書
。
作
者
名
か
ら

八
十
九
項
目
を
取
り
出
し
て
注
を
加
え
た
本
書
は
、
阿
波
本
が
孤
本
で

あ
る
こ
と
と
他
に
言
及
し
た
資
料
が
見
い
出
せ
な
い
こ
と
が
大
き
く
、

編
者
e

成
立
時
期
・
伝
来
過
程
等
に
つ
き
、
確
か
な
こ
と
は
分
か
っ
て

し
な
し

こ
う
い
う
状
況
で
は
あ
る
が
、
佐
藤
高
明
氏
に
よ
る
精
力
的
か
つ
詳

細
な
研
究
が
あ
り
、
本
書
に
対
す
る
研
究
の
礎
は
授
に
築
か
れ
て
い
る
。

が
、
佐
藤
氏
以
降
本
格
的
な
研
究
が
全
く
見
受
け
ら
れ
な
い
の
は
残
念

で
あ
る
。
本
書
は
、
内
容
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
は
じ
め
、
色
々
と
注
目
す

べ
き
点
を
多
く
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
阿
波
本
巻
十
六
は
「
雑
春
」
に
加
え
て
「
雑
夏
」
の
部
立

『
拾
遺
集
私
抄
』

翻
刻
補
選

堤

和

博

て
を
持
ち
、
巻
十
七
は
「
雑
秋
」
に
加
え
て
「
雑
冬
」
の
部
立
て
を
持

つ
が
、
「
雑
夏
」
「
雑
秋
」
の
部
立
て
を
持
つ
『
拾
遺
和
歌
集
』
写
本

類
は
他
に
な
い
と
佐
藤
氏
は
一
一
一
日
う
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
部
立
て
は
、
阿

波
本
の
親
本
か
ら
既
に
あ
っ
た
も
の
だ
ろ
う
と
類
推
す
る
。
一
方
で
佐

藤
氏
は
、
阿
波
本
の
和
歌
本
文
を
精
査
し
、
「
定
家
本
系
の
流
れ
を
汲

む
一
本
」
が
基
で
あ
る
と
一
言
う
。
こ
の
よ
う
な
阿
波
本
の
特
徴
か
ら
し

で
も
、
本
書
に
対
す
る
関
心
が
も
っ
と
高
ま
っ
て
然
る
べ
き
だ
と
思
う

の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
佐
藤
氏
の
研
究
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
の
で
あ
る
が
、

(
3
)
 

ま
ず
は
阿
波
本
の
全
文
の
翻
読
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

(
4
d
 

全
文
翻
刻
も
佐
藤
氏
に
よ
っ
て
既
に
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
徳
島
県

立
図
書
館
は
、
阿
波
本
の
全
帖
の
白
黒
写
真
を
ウ
エ
ブ
ペ

l
ジ
上
で
公

開
し
て
い
て
、
阿
波
本
の
全
容
は
二
応
確
か
め
ら
れ
る
。
し
か
し
佐
藤

氏
の
翻
刻
(
以
下
、
「
佐
藤
翻
刻
」
と
い
う
)
に
つ
い
て
言
え
ば
、
凡

例
で
「
忠
実
に
翻
刻
し
た
」
と
言
う
も
の
の
、
必
ず
し
も
阿
波
本
に
忠

実
で
な
い
面
も
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
写
真
で
見
る
に
し
て
も
、
阿

波
本
に
は
朱
の
書
き
込
み
が
あ
る
し
、
そ
の
他
に
も
ウ
エ
ブ
ペ
!
ジ
上

の
白
黒
写
真
で
は
見
え
に
く
い
箇
所
も
若
手
あ
る
。
佐
藤
氏
は
見
せ
消
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ら
。
補
入
記
号
e

傍
記
等
の
書
き
込
み
も
含
め
て
微
細
に
和
歌
本
文
を

観
察
す
る
こ
と
で
「
定
家
本
の
流
れ
を
汲
む
」
と
い
う
結
識
に
至
っ
て

い
る
こ
と
で
も
あ
り
、
佐
藤
翻
郊
の
正
確
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
所
に

写
真
で
は
分
か
り
に
く
い
所
や
そ
の
他
注
意
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
所

を
併
せ
て
提
示
す
る
こ
と
に
し
た
の
が
、
本
翻
刻
補
遺
で
あ
る
。
当
然

だ
が
、
写
真
と
併
せ
見
ら
れ
た
い
。

凡
例

同
国

指
摘
し
た
箇
所
が
、
徳
島
県
立
図
書
館
の
ウ
エ
ブ
ペ
ー
ジ
の
写

真
の
ど
こ
に
位
置
す
る
の
か
を
、
品
洲
町
印
の
下
に
左
の
例
に
従
っ

て
提
示
す
る
。

↑専和週
刊

見
守
7~fV 

F 

②①  

上
巻
か
下
巻
か
を
一
示
す
。

上
巻
@
下
巻
の
何
枚
目
の
写
真
で
あ
る
か
を
一
不
す
。
即
ら
、
写

真
の
各
頁
の
上
に
、
上
巻
な
ら
円

N
M凶
I
阿
川
N
M凶
、
下

巻

な

ら

同

N
M凶
l
同

M
N
M凶
と
掲
示
さ
れ
て
い
る
、
斜

線
の
前
の
数
字
で
あ
る
。

各
写
真
の
右
側
(
各
帖
の
裏
)
か
左
側
(
各
帖
の
表
)
か
を
一
不

す。右
側
乃
至
左
側
の
始
め
か
ら
数
え
て
何
行
目
か
を
示
す
c

③ ④ 

い
」

J
ヂ
」

j

j

 

⑤ 

し
、
空
白
行
は
数
え
な
い

『
新
編
国
歌
大
観
』
番
号
に
よ
っ
て
、
何
番
歌
(
詞
章
一
一
回
。
作
者

名
に
対
す
る
注
も
含
む
)
で
あ
る
か
を
一
不
す
。
な
お
、
佐
藤
翻

刻
に
付
さ
れ
た
歌
香
号
も
、
『
新
一
編
国
歌
大
観
』
番
号
と
一
致

す
る
。

指
摘
す
る
箇
所
が
歌
本
文
で
あ
る
相
場
合
は
「
歌
」
、
調
書
本
文

で
あ
る
場
合
は
「
詞
警
へ
作
者
名
で
あ
る
場
合
は
「
作
者
名
」
、

そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
注
で
あ
る
場
合
は
「
歌
注
」
「
詞
書
注
」

「
作
者
名
投
」
と
す
る
。

⑥ 
間
出
阿
国

山
N

印
の
下
に
示
し
た
の
が
佐
藤
翻
刻
に
私
に
訂
正
を
加
え

た
結
果
、
乃
至
、
阿
波
本
を
見
て
問
題
と
恩
わ
れ
る
点
の

指
摘
で
あ
る
。
問
題
の
文
字
は
倍
角
。
傍
線
で
示
し
た
。

国
二
字
下
げ
部
分
に
、
原
則
倍
角
・
傍
線
で
示
し
た
文
字
に
関
し
、

佐
藤
翻
刻
の
問
題
点
や
写
真
で
は
見
え
に
く
い
所
な
ど
を
指
摘

し
た
。
な
お
、
「
一
脇
」
合
「
ハ
ノ
」
の
よ
う
に
あ
る
場
合

は
、
佐
藤
翻
刻
で
は

7
0
」
と
な
っ
て
い
る
の
を
、
「
園
」
に

訂
正
し
た
こ
と
を
示
す
o

F

〕
内
に
は
私
見
を
示
し
た
。

次
に
、
佐
藤
翻
刻
の
凡
例
の
一
部
を
掲
げ
(
鈎
括
弧
内
)
、
本
翻
刻

補
遣
を
見
る
に
あ
た
っ
て
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
点
(
二
字
下
げ
部

分
)
を
挙
げ
て
お
く
。
佐
藤
翻
刻
の
凡
例
は
、
阿
波
木
『
拾
遺
集
私
抄
』

の
み
な
ら
ず
、
注

(
4
)

に
挙
げ
た
五
作
品
の
翻
刻
す
べ
て
に
対
す
る



も
の
で
あ
る
が
、
次
に
引
用
し
た
部
分
は
『
拾
遺
集
私
抄
』
に
は
適
用

さ
れ
て
お
ら
ず
、
ぞ
れ
を
本
翻
刻
補
選
で
ど
う
扱
っ
た
か
を
示
し
て
お

い
た
も
の
で
あ
る
。

「
原
典
に
お
け
る
漢
字
は
一
部
を
除
き
原
典
通
り
の
字
体
と
し
、
あ
え

て
常
用
漢
字
字
体
に
統
一
し
た
り
は
し
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
原
典
の

あ
る
個
所
に
「
替
」
「
褒
」
「
透
」
と
あ
り
、
別
な
個
所
で
「
声
」
「
松
」

「
辺
一
と
あ
れ
ば
そ
の
通
り
と
し
、
こ
れ
を
あ
え
て
「
啓
」
「
奉
」
「
…
漫
」

に
、
ま
た
「
声
」
「
松
」
「
辺
」
な
ど
の
字
体
に
統
一
し
た
り
す
る
こ

と
は
避
け
た
。
」

佐
藤
翻
刻
で
は
、
例
え
ば
、
吹
上
巻
斜
/
右
3
行

自

四

番

詞

書
二
一
銭
掻
政
蔵
人
一
頭
に
て
」
の
「
擬
」
は
阿
波
本
通
り
に

翻
刻
す
る
が
、
「
僚
」
は
「
条
」
に
改
め
て
翻
刻
し
て
い
る
(
三

O
頁

5
行
自
)
。
こ
の
よ
う
に
、
阿
波
本
通
り
の
字
体
で
あ
る
所

と
そ
う
で
な
い
所
が
あ
る
。
旧
字
体
に
つ
い
て
は
、
こ
の
「
掻
」

の
よ
う
に
阿
波
本
通
り
で
あ
る
の
は
む
し
ろ
例
外
的
で
、
概
ね
常

用
漢
字
体
に
改
め
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
(
例
え
ば
「
巌
」
を
一
帰
」

と
翻
刻
す
る
等
)
。
ま
た
、
異
体
字
を
見
て
も
、
次
に
掲
げ
た
も

の
な
ど
は
、
す
べ
て
乃
至
は
ほ
と
ん
ど
が
常
用
漢
字
体
乃
至
は
通

用
の
字
体
(
括
弧
内
の
字
)
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
漢
字

の
字
体
に
つ
い
て
は
、
煩
雑
を
避
け
る
た
め
一
々
指
摘
し
な
か
っ

た。
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非
(
第

霊
(
野
)

迫
(
迄
)

篠
(
条
)

議
(
鶴
)

枚
(
杉
)

州

側

(

淵

)

斗
(
許
)

表
(
松
)

寄
(
歌

船
(
船

「
翻
刻
文
に
は
濁
点
は
附
さ
な
か
っ
た
」

佐
藤
翻
刻
で
は
、
阿
波
本
に
は
な
く
私
意
に
付
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
濁
点
が
多
数
あ
る
。
阿
波
本
は
原
則
的
に
濁
点
を
付
さ
な
い

方
針
で
書
写
さ
れ
た
と
恩
わ
れ
る
が
、
主
と
し
て
朱
に
よ
る
濁
点

が
所
々
に
見
ら
れ
る
(
後
筆
か
)
の
で
、
佐
藤
翻
刻
の
私
意
に
よ

る
濁
点
と
区
別
す
る
た
め
、
阿
波
本
に
濁
点
が
あ
る
場
合
は
一
々

そ
れ
を
示
し
て
お
い
た
。
即
ち
、
濁
点
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

な
い
場
合
は
、
佐
藤
翻
刻
の
私
意
に
よ
る
濁
点
で
あ
る
。
一
方
、

傍
記
に
も
一
部
濁
点
が
あ
る
が
、
傍
記
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
翻
刻

の
私
意
に
よ
る
濁
点
も
、
「
濁
点
無
し
」
と
訂
正
し
て
お
い
た
。

「
原
典
に
は
書
写
者
ま
た
は
校
訂
者
の
附
し
た
と
恩
わ
れ
る
句
読
点
に

か
わ
る
朱
点
が
附
さ
れ
て
い
る
の
で
ー
本
書
の
句
読
点
も
大
体
そ
れ
に

従
う
こ
と
と
し
た
一

阿
波
本
『
拾
遺
集
私
抄
』
に
は
こ
こ
に
言
う
よ
う
な
朱
点
は
な

い
。
佐
藤
翻
却
に
あ
る
句
読
点
は
、
す
べ
て
私
意
に
よ
っ
て
付
さ

れ
た
と
恩
わ
れ
る
。

「
原
典
の
本
文
に
あ
る
傍
注
形
式
に
よ
る
朱
の
書
き
込
み
に
つ
い
て
は
、

本
書
に
お
い
て
は
(
朱
)
と
し
て
翻
刻
し
た
。
」

あ
る
文
字
の
左
に
見
せ
消
ち
、
右
に
傍
記
(
訂
正
文
字
)
が
あ

っ
て
、
両
方
が
朱
で
あ
っ
て
も
、
佐
藤
翻
刻
で
は
、
右
の
傍
-
記
に
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の
み
「
(
朱
ご
と
記
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
こ
う
い
う
場

合
、
見
せ
消
ち
も
朱
で
あ
る
こ
と
は
、
一
々
指
摘
し
な
か
っ
た
。

ま
た
、
貴
下
巻
引
/
右
7
行
自
の
見
せ
消
ち
と
傍
記
を
最
後
と

し
て
、
書
き
込
み
は
濁
点
も
含
め
て
朱
で
は
な
く
な
る
。
以
下
の

書
き
込
み
は
す
べ
て
墨
に
よ
る
。
し
か
し
、
佐
藤
翻
刻
で
は
最
後

ま
で
ヱ
朱
ご
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
注
意
を
要
す
る
が
、
一

点
指
摘
し
な
か
っ
た
。

翻
刻
補
遺

i等

交官甘

う上
か左し巻
]にろ 3

見め/
せた左
消き 8
ちは行
ー心目
朱ろ/

ごも!室
直と歌
上な注
のき
「な
ろり

に
付
け
る
の
を
誤
っ
た

和堤

合
上
巻

S

/
左
l
行
自
/
日
番
詞
書

食
き
た
の
宮
の
も
〉
今
己
の
扉
風

一
文
字
ご
と
に
左
に
見
せ
消
ち
(
朱
)
、
「
、
こ
の
右
に
「
ぎ
」
(
朱
、

濁
点
有
り
)

な 脅

し上
左ら巻
に ιl-i8 
見叫/
せた右
i滞る 5
ちゃ行
(う目
朱な/
、てる 91

4ー と 番
定也歌

注

け

朱

世
上
巻

9

/
右
4
行
自
/
山
番
歌
注

会
我
宿
凶
um
か
り
に
な
く
ほ
と
に

左
に
見
せ
消
ち
(
朱
)
、
右
に

「
ば
」
(
朱
、
濁
点
有
り
〉

背骨

一上
左巻

長人iF 
せ伴右
消坂 6
ち上行
(郎自
朱女/ノ

マ 120
番

d釘
l 作
」者

名「
大
」
(
朱
)

合
上
巻
9

/
右
7
行
自
/
山
一
番
作
者
名
注

大

i
人
と
も
さ
か
の
へ
の
を
と
め
と
讃
な
り

左
に
見
せ
消
ち
(
朱
)
、
右
に
一
!
大
」
(
朱
)

大
上
巻

9

/
左
5
行
自
/
/
印
番
歌

会
行
末
は
す
八

左
に
見
せ
消
ち
(
朱
)
、
右
に
「
ま
だ
」
(
朱
、

党
上
巻

9
/
'左
7
行
田
/
/
印
番
歌
注

合
た
ち
か
た
h
竹
ご
ふ
て
か
う
し
て

左
に
見
せ
消
ち
(
朱
)

会 女
い 上

左つ巻
lここ 9
見に/
せも左
消さ 8
ちき 11'
(は白
朱 す
、てノ1132

リ君主
だめ歌
，~と

22 
(の
朱

濁
点
有
り
)
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品
開
上
巻
叩
/
右
か
ら
左
に
か
け
て
/
巻
二
巻
末
か
ら
巻
三
巻
頭

一
行
分
空
白
無
し

大
上
巻

ω

/
左
4
行
自
/
/
間
番
歌

会
天
河
こ
そ
の
渡
り
の
移
ろ
へ
は
あ
さ
せ
か
い
ふ
む
ま
に
夜
そ

字
に
重
ね
て
抹
消
記
号
(
朱
)

会常

ほ上
「と巻
とに 10
~ LI/ 
官しi;左
「こ 6
そか行
」あ呂

さ/
き 145
せ番
と歌
思注
て

大吹

か上
「り巻
すそ 11
るめ/
」に左

官 と 7
{て行
るこ 自
我 ふ/

」 11
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朱は/

日左
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品
向
上
巻
口
/
左

8
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目
ノ
/
同
番
歌

ム
M

口
口
い
っ
こ
に
か
今
宵
の
月
の
み
え
さ
ら
ん

冒

頭

二

字

空

き

〔

日

行

自

が

二

経

臣

つ

ね

を

ん
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と

な

っ
て
い
て
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あ
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誤
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た
か
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巻
目
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右
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/
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番
歌
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虫
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な
か
ら
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つ
ね
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山
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小
一
子
二
行
書
き
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較か左
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巻
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右
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右
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右
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右
で
は
な
く
左
に

前
上
巻
ゆ
/
右
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右
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あ
し
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右
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右
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右
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右
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右
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/
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右
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右
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会

は
濁ね
点も
朱な

ら

せ
な

し
か
も

交官甘

さ上
濁げ!巻
}!'i: _.. i 34 
朱な/

み左
や 4
あ行
ふ呂
み/
の 483
宮番
は歌
な
の
み
し
に

大大
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二土巻
箇と 35
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て幼I~
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」な 2

のり?子
右夢自

に ft.j，l/
そろJI487
れと番
ぞ云歌
れは注

「
幻
」
(
朱
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f専手口

寸大

向上
左の巻
に瀬 36
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せ il.!:右
消う 2
ちつ行
無ま目
しく/

み 489
右れ番
には歌

「
の
」
(
朱
)

ふ隠

吊E

女
上
巻
灯
油
/
右

3
行
目
/
川
町
番
歌
注

カ
か
は
の
せ
に
う
』
け
川
ま
く
を
み
れ
は

左
に
見
せ
消
ち
(
朱
)
、
右
に
「
つ
」
(
朱
、
濁
点
無
し
)

世
上
巻
お
ノ
ノ
ノ
ノ
右

4
行
自
/
/
伊
香
歌
注

大
た
れ
た
る
舟
か
け
ネ
L

山
也

二
文
字
の
中
間
右
に
「
と
」
(
朱
、
潰
れ
て
い
る
の
で
判
読
困
難
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「
也
」
の
'
互
に
見
せ
消
ち
無
し
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濁る巻
点と 36
朱い/

ふ左
右 1
る行
す日
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か番
山歌

え

て
嬉
し
き

食
上
巻
銘
/
/
左

3
行
自
/
/
/
山
一
一
番
歌

一
大
叫
川
」
吋
叫
吋
州
川
叶
判
叫

u
-
h
T
4
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「
付
」
に
鍵
形
記
号
を
付
け
(
朱
)
、
「
た
か
ゑ
た
か
に
み
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の

右
に
「
大
に
ら
」
と
読
め
る
三
一
文
字
(
朱
)
と
繰
り
返
し
記
号
三

つ
(
朱
)
有
り

党
上
巻
均
/
左

5
行
目
/
間
番
歌
注

ム
M

我
テ
」
ー
と
は
〉
我
な
ト
」
た
で
は
也

「
こ
と
」
す
ご
」
」

「
と
」
の
左
に
見
せ
消
ち

し
)

朱

右
に
「
そ
」
(
朱

濁
点
無

安
上
巻
羽
/
/
右

3
行
自
・

4
行
自
/
四
番
調
書

交

一

健

守

法

姉

一
偽
名
の
〉
同
ふ
し
に
て

濁
点
朱

[
3
・
4
行
目
と
も
に
四
番
歌
詞
書
だ
が
、

す
る
注
を
欠
ぐ
、
」

「
健
守
法
師
」

対
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上
巻
判
/
右
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書
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白
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吹
上
巻
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/
左

5
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目
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番
歌
注

大
と
云
心
』
r
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と
也

左
に
見
せ
消
ち
(
朱
)

安
上
巻
灯
/
/
右
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行
自
/
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四
番
歌
注

大
さ
わ
と
云
附
尚
子
を
う
る
ほ
ふ
と

右
に
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字
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大賞
経上

~ ~た巻
ジずん 41
ん」す/
」ーる右
の仕事 6
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の歌
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「下巻
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合と左
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ふも行
」と目
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よ|譲
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食事骨
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「女巻
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t期主
「な 6
事と行
」す目

る/
女 573
也番

歌
注

党
上
巻
川
村
/
左

6
行
口
出
(
巻
九
巻
末

二
行
分
空
白

の
あ
と

会党

絶上
三五た巻
lこる 46
見轡/
せの左
消茂 1
ちき行
(此自

朱↓U11/ 
て叫 566

番
下
に歌

「
こ
ろ
」
(
朱
)
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はよ
濁し巻
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朱を/

お右

市ヌ
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と泊
り〆/

に 582
し番
て歌

注

大.Ir
時上

濁の巻
点、ま 46
朱刈/

¥ i左
さ 6
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せ目
ん/
な 567
り番

歌
注
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開
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山
替
相
川
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/
左
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自
と
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空
白
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番
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歌
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れ
て
い
て
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な
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山
山
番
歌
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欠
落
し
た
も
の
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で
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左左る 1
ににひ行
j見見ぷl回
せせゐ1/
消消の 593
ちちゃ番
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朱朱ろ
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右右?

........， ---， ........ ~-

え〈よ
~ ~ーを
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い上
左の巻
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せか右
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(也国

朱北/
、て下 593

-J.-.匂番
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町」注

「
り
」
(
朱
)

1雪和

市
上
巻
幻
/
右
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行
自
/
/
似
番
歌
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と

ih
こ
ほ
る
時
も
あ
ら
し
な
近
江
な
る
お
も
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〉
は
ま
ペ
刈
川
川

っ
き
は

「
』
-
の
左
に
見
せ
消
ち
(
朱
)
、
右
に
「
ど
」
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濁
点
有
り
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「
の
ひ
」
の
間
に
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入
記
号
(
朱
)
、
右
に
「
天
つ
」
(
朱
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と上
濁ぽ巻
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ほ右
る 5
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き呂
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あ 608
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「と巻
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右
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/
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右
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右
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損
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右
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右
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右
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右什番
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右
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右
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吹
下
巻

9

/
左

7
行
目
/
別
番
歎
注

交
わ
か
民
什
引
く
る
か
な
し
き

左
に
見
せ
消
ち
(
朱
)
、
右
に

「
お
」
(
朱
)

介被

iJ: 下

字き巻
lこよ 10
重材/
ね'~~右
て 1
抹行
消回
記/
号 734

番
歌朱

左
に

「
に
」
(
朱
)

博

党
下
巻
印
/
右

4
行
自
/
四
番
歌
注

ム
H

有
物
ふ
グ
ニ
克
也

二
文
字
の
中
間
の
右
に
「
と
」
(
朱
)
(
写
真
で
は
見
え
な
い
)

手口堤

合
下
巻
叩
/
左

6
行
自
/
加
番
歌
注

ム
H

詞
は
な
き
也
ふ
る
き
寄
は
皆
浮
吋
叫
也

左
に
見
せ
消
ち
無
し
、
右
に
「
ね
」
(
朱
)

食事骨

ね下
左て巻
に あ 10
「る/
ムよ左
」と 8

無忠行
した目

材/
743 

は番
案歌
の注

と
く

大賞

「なI~
なさ 11
」の/

に叶左
重 0111 
ね-J.，1行
て似l自
抹も/
消ひ 756
記そ番
号か歌
(な注
朱 ら
)す

「
み
お

の
中
間
の
右
に
「
な
」
(
朱
)

女
下
巻

H
r
/
左

3
行
自
/
四
番
歌
注

大
す
る
時
分
を
し
ら
ね
は
轡
A
q
J
U
何
か

濁
点
朱

τ;::; ，，;:骨

喜子下

「二の巻
て文や 12

子L フ/
仕のに右

「中川 1
歌問 4);行

にの ィIe 
，-- ~Éi ¥01 

によ 757
「み番
した詞
」る書

そ注

大合
や下

一そ巻
:丈町) 14 
に缶や ノ

寸 ':"1

ごま右
と 1こ 6
lこと行
左は自
に あ/
見川 806
せソj番
消;，1歌
ち /1注
(ち
朱道

品
開
下
巻
叫
/
左

8
行
目
/
間
番
歌
注

大
ひ
l
b
f
M
h
は
る
は
身
に

二
文
字
の
中
間
左
に
挿
入
記
号
(
朱
)
、

女
下
巻
目
/
/
右
3
行
目
/
間
番
歌

吹
か
り
て
ほ
す
淀
の
ま
こ
も
の
雨
依
降
件
仏
っ
か
ね

二
文
字
の
中
間
の
右
に
「
レ
」
(
朱
)

女
下
巻
目
/
/
右

7
行
固
/
/
間
番
歌

右
に

「
ふ
り
こ
」
(
朱
)

右

「
へ
」
(
血
小
)
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せ

ち

朱

右

朱
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す女

{可下
~ ~と巻

空三<I ~~ 
のi} J.1!1左
濁 「 巳I1 
点てち行
朱」は呂

あ /
ら 827
ん番
と歌
も注

合大
成下

二て巻
文か 16
字叶/
の'c)l;左
中け 6
間ツj行
のん目
右/
iこ 845
「番
/レ歌
」注

朱

"{;(脅

に下
二何巻
文と 17
字す/
のく右
中し 7
間た行
のる目
右む/
lこか 850
~ 11番
そレl歌

二日注
丘二 目

こと也

女合

上下
左三巻
に匂 17
見序/
せ也左
消心 6
ちも行
(と目
朱け/
てす 854

育社長
町」て注

王也

朱

大大

た 下
~ >.巻
さひ 18
ねさ/
」し左

すき 8
「を行二

たか目
ら叶/
」に1862

.Jnl番
付i歌
て 注
Z王

た
る
り
也
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濁
点
無
し
)

女
下
巻
山
口
/
/
右

1
行
自
/
脱
番
歌
注

大
ね
き
そ
か
ね
つ
る
は
轡
の

h
川ハ
h

防
断
て

二
文
字
の
中
間
に
橋
入
記
号

(
O
、
朱
)
、
右
に
「
し
〈
」

品
門
下
巻
ゆ
/
右

7
行
目
/
肌
番
歌
注

古
い
か
は
や
と
患
と
云
H
札
生
と
行
と
を

「に」

A
U

「は」

前
下
巻
初
/
右

2
行
自
/
脳
番
歎
注

A
W
た
ひ
人
の
か
吋
叶
川
川
を
ほ
ひ
と

二
文
字
の
中
間
に
補
入
記
号
(
朱
)
、

+
石
に

「
か
」
(
朱
)

世
間
下
巻
却
/
左

5
行
目
/
/
鵬
番
歌
注

会
一
お
心
也
精
し
ぬ
る
と
一

5
1レ

左
に
見
せ
消
ち
(
朱
)
、
右
に
「
こ
」

1'r * 
ら|下
ん1巻

/と Jユ21
」な

すと左
「云 5
L は1'1
」物日

回/

ふ 897
時番
す君主:
る注
物
そ
，l-' 

骨
肉
下
巻
町

μ
¥右
5
行
目
/
…
山
番
歌
注

ム
ど
を
く
り
て
こ
す
と
も
駒
さ
へ
か
、
心
し
て
な
け

左
に
見
せ
消
ち
(
牛
小
、
汚
れ
か
)
、
右
に
「
心
」

は
見
え
な
い
)

朱

(
写
直
R

で
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女党

り 下
「た巻
其る 22
」制/

合ハ:1.左
口白人 l 
口損の行
(面目
み影/
ると 916
カ我番
)と歌

注

品
開
下
巻
泣
ノ
/
左

6
行
目
/
別
番
歌

会
え
刊
け
い
か
に
せ
よ
と
か
な
か
め
ぺ
叶
る
ら
ん

濁
点
朱

「
か
」
〈
U

ら

i専

大
下
巻
お
/
左

1
行
目
/
山
番
歌
注

す
て
し
め
は
1
し
や
と
恩
そ
罰
な
と
の

左
に
見
せ
消
ち
(
朱
)
、
右
に
「
は
」

円
H
H

1
小台堤

官
下
巻
お
/
左

7
行
自
/
間
番
歌
注

大
は
な
と
に
け
凶

J
ω
-
A
U
6
又
は
も
の
対
3

J
り
わ
ね
も
ふ
ま
し
き

「
し
に
て
」
合
「
し
て
」

「
を
も
お
」

f
「
を
お
」

交官k
た下

~ ~よ i 巻
ええん124
」て ィ1/
の~ ~I 左

右合 あ 7
に「れ行
「ジは目

えかた/
」く'>959 

&.涙番
こと を歌

の 注

.ふ

ム
宵
下
巻
町
却
/
右
7
行
目
/
卿
番
歌
注

人
以
な
か
す
の
演
名
所
也
な
か
す
と
一
古
?
わ
た
り
て
一
広

左
に
見
せ
消
ち
(
朱
)
、
右
に
「
に
あ
」
(
朱
)

*女
尋下

左ぬ巻
lこる 28
見也/
せな右
消き 1
ち 1ァi千子
(1』i目

朱を
て無 l020
L 名番

lP に歌
」在

「
菜
」
(
朱
)

*救
五下

左つ巻
lこ木 28
見に/
せよ右
消そ主 6
ちて ii
( 一 回
朱本
¥てさ 1025

芦示室
いき注

主主
f ヘ勺

きを|

大合

程下
ftに巻
lこさ 28
見こ/
せそ右
消あ 7
ちる行
(ら目
朱 11/
マIVII025
Jー と 番

足也歌
注

「
め
」
(
朱
)

安'*
元下

「輪、巻

寄か 28
」 ノ平 / 

合引:左
「則I1 
をた千子
老れ目
Lー レ ノノ

も!026
か番
や歌
う注
な
Q 

な 女

も下
「あ巻
カミ り 28 
~ 1::こ/

合る左
~. .1¥¥1 3 
こ μ1行
」と目

松/
lこ1026
と番
は歌
ん注
と
也



会常

咲下
「し巻
を時 29
」な/

すけ右
~ c..! 3 
おこ行
」そ目

み/
し1030
か番
も歌
). 

の
花
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大吹

は下
濁か巻
点り 29
朱み/

でi~
た行
り 目
や//

君 1032
番
歌

セセ
物下

左う巻
にひ 30
見と/
せ思右
消吟I8 
ち同!行
(と目
朱は/
、てあ 1038
十る番

Fま歌
し注

「
ふ
に
」
(
朱
)

寸前

お下
右し巻
にま 30
「る/
は〉左
」し 7

2 つ行
3 め呂

る/
人 1048
の番

i:tl歌
る
と
国

lゴ:

今
J
M

白
一
世
下
巻
引
/
/
右

3
行
自
/
〆
山
山
番
認
蓄

食
こ
ん
く
う
ち
侍
け
る
時
に

行
頭
に
ご
」
(
詞
書
中
の
語
句
で
あ
る
こ
と
を
示
す
)

大 吹

か下
左の巻
に み 31
見ゆ/
せる右
消深 7

ち山千子
(桜回
朱は/
てよ 1052
←き番

戸て歌
」 畑

5た|
朱

85 

土
h
r
ふい

T-CM陪
除
川
同
劇
-
同
-H岡

で
出
な
く
、
墨
と
な

* "* 故 F
左払i巻
にfJ，¥132 
見に/
せ時左
消鳥 8
ちに行

こ自
右と/
につ 1077
「け番
郷を歌
」し i主

て

大食

し下
「は巻
を L 33 
」 たノ/

tに右
「影 6
お lこ行
」 カミ自

/ノ

kll080 
ぬ番
時数
l土
it 

を|

世
下
巻
お
/
右
か
ら
『
互
に
か
け
て
/
巻
十
六
巻
末
か
ら
巻
十
七
巻
頭

一
行
分
空
白
無
し

〆
0

4

間
下
巻
竹
刀
/
左

7
一
行
目
/
侃
番
歌
注

大
七
夕
は
た
え
ぬ
却
六
に
て
け
ふ
あ
ふ
程
に

字
の
上
に
汚
れ
(
止
と
が
あ
っ
て
、
写
真
で
は
ほ
と
ん
ど
読
め
な

l
v
 

A 

τz 顎r
一下

左巻
に 扇 344 
見に
せは右
消ょ，14 
ち /)1n 

ら隠
れ〆

て 1088
侍番
け言百j

る警

7 
す
!Ift! 

公 安

程下
に巻
二己I35 
j ~ / 

か 右
ふ 4
さ 行
か回
り/

て 1101
花番
を歌

注
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「
手
」
〈
U

年」

交*"
，[J下

~ ~リ 1 巻
蝶小附I35 
~ ~ノ1/

ののに右
左左も 6
lこ lこ似行
見見た目
せせる/
消消物 1103
ちちか番

、な歌

右右花
にに薄

u 昔r
池下

二の巻
文そ 36
字は/ '
のの左
中島I3 
間 el行
のむi閏
右刈/
lこ り 1120
「番
く歌
」注

博手口

u * 
ま下

平 Tこ巻
E 昇 37
f殿/
ァせ右
71'ぬ 1

時行
の目
事/
蹴品112
別番

歌
注

堤

大賞

を下
「み巻
曾は 38
」節//

合合1，乞
「日I5 
を也行
云節目
」曾/

の 1148
1交 番
に詞
あ書
た注
り
た。

交 官

の下
左祭巻
に の 39
見寸;1/
せ刈右
消し 2
ちゃ行

う目
也/

1149 
番
歌
注

大
下
巻
39 
/ 
左
7 
行
目

/ 
1163 
番
歌
注

交
此
石
を
恥
山
小
ふ
市
仇
い
ら
せ
て

二
文
字
の
問
に
補
入
記
号
、

右
に

「

」

「テ}」
「
て
ふ
」

な"*
物下

二に巻
文て 40
字有/
の手口l左
間 1::1:14 

補 llil~
A. / 
言己 1165 
号番

歌
右注

「に」

な女

松下
左刈巻
に )140 
見へ 4 ノ

せの左
消か 5
ちよ行
無へ目
し る/
、枝1I66

右を番
にと歌

「え
から

て

交官骨

此下
濁慈巻
点、筆 43
手干に
りて右

は 5

1j z 
か//

ら 1200
す番
か歌
き注
た
る
は

吹

か下
ーら巻
行巻 43

" フ二f 寸，-
空九左
白巻 8
無頭行
し目

か
ら
44 
/ 

右

イT

E 

か
け
て

/ 
巻
十
八

巻

末

大 賞

山下

「の巻
と A、44
〉も/

はしi右
」しI8 

t LiZ 

A lijム
」我番

あ 歌
た注

の
'L、
l:i1 

大

下
巻
44 

/ 
/ 

左
1 
行
自

/ 
1218 
番
歌
注
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大宵

ね下
左ぬ巻
にな 44
見は/
せ〉左
消根 4
つ 否l行
ナサl目
;日也/
ヒ 1221
奪番

歌
注

合
間
下
巻
必
/
右
3
行
目
/
お
番
詞
書
注

大
一
賀
茂
の
臨
時
の
使
に
た
ち
で
あ
し
た
に
丘
ハ
壮
筒

注
の
冒
頭
の
二
字
が
、
詞
室
田
本
文
の
行
に
、
認
書
本
文
か
ら
一
字

空
け
て
書
か
れ
て
い
る
〔
こ
の
二
字
は
次
行
の
冒
頭
に
あ
る
べ
き
〕

台北

上斗下

回開宮
古帽!/ 

くを千
主イト汁

iき日
我 /
身 1257
そ合

歌

女
下
巻
将
/
左

6
か
ら

7
行
宮
に
か
け
て
/
巻
十
九
巻
末
か
ら
巻
二
十

巻
頭一

行
分
空
白
無
し
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会合

花下
左を巻
に も 49
見ひ/
せと右
消し 8

t:; lil ~ 
右も/
にて 1278
「は番
おや歌
」さ注

合 れ

「?を」

カ女
人下

「 な 巻
しし 50
~ '> / 

合は右

「ノ̂'1 
く lこ行
」 な 自

11/ 
ν11294 
し番
也歌

注

古女

云下
「こ巻
しと 50
」は/

官な右
「し 3
く人行
」に呂

な/

しド294
1番

し歌
と注

ふ

大合
久下

凶 | き 巻
摘 Iせ150 
f年/
「ふ左
かれ 1
」 と行二

も目
し、/

I rhll296 
問、l番
長!歌

臨l注
な
る
人
か

セセ
た下

虫え巻
損す 52
有 ね/ /

りを左
{卸 1
な行
き 目
あ/

らド323
1番

ふ歌
す注
匂

* '* た下

目る巻
跡 54

tの/
「色左
也そ 8
」と行

云白
り/
ま 1345
て番
出!歌
山~I 注

* "* 虞 下

「如巻
不は 55
」で1/
f 小i.左
「 饗 5
ふの行
」道思

理/
也 1348

番
歌
注
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大前

あ下
「り巻
まカミ 57
」た/

合き右
「を 2
かし千子
」れし目

ましお
し番
と歌
也注

翻
刻
補
遺
党
番

f専

本
翻
刻
補
選
は
阿
波
木
本
文
を
客
観
的
に
正
確
に
読
み
と
る
こ
と
を

目
指
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
を
作
り
終
え
て
、
阿
波
本
の
書
写
あ
る
い

は
本
書
の
伝
来
過
程
の
解
明
に
少
し
で
も
関
与
し
て
く
る
の
で
は
な
い

か
と
思
え
る
点
を
覚
書
と
し
て
記
し
て
お
く
。
阿
波
本
に
至
る
ま
で
の

書
写
伝
来
過
程
を
明
確
に
類
推
で
き
る
有
力
な
内
部
徴
誌
と
は
言
え
な

い
の
だ
が
、
今
後
の
検
討
の
材
料
と
し
た
い
。

ま
ず
、
世
上
巻
日
/
左

2
行
目
と

3
行
目
の
間
に
一
行
分
空
白
が
あ

る
の
は
注
意
さ
れ
る
。

2
行
目
に
は
叫
ん
番
歌
、

3
行
間
同
に
は
別
委
歌
が

書
か
れ
て
い
る
の
で
、
一
川
市
杏
歌
は
本
文
の
み
あ
っ
て
注
が
欠
落
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
空
白
は
、
そ
の
欠
落
が
親
本
段
階
で
既
に
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
言
え
る
の
は
こ

こ
ま
で
で
、
こ
の
欠
落
が
親
本
以
前
の
ど
の
段
階
で
生
じ
た
の
か
、
な

ぜ
生
じ
た
の
か
は
、
杏
と
し
て
知
れ
な
い
。

一
行
分
空
白
と
言
え
ば
も
う
一
箇
所
、
前
上
巻
必
/
左

6
行
自
と

7

行
目
の
簡
に
も
注
意
を
要
す
る
空
白
が
あ
る
。

6
行
自
は
叩
番
の
旋
頭

歌
の
注
で
あ
り
、

7
行
目
は
「
一
ち
は
や
ふ
る
我
お
ほ
き
み
の
」
と

い
う
よ
う
に
別
番
の
長
歌
の
一
部
が
引
か
れ
て
お
り
、
そ
の
次
行
即
ち

吹
上
巻
幻
一
/
/
右
1
行
自
か
ら
は
問
歌
の
注
に
な
っ
て
い
る
。
長
歌
は
こ

平日j是

の
抑
番
歌
と
、
刑
番
歌
を
と
ば
し
て

m
i
m番
歌
の
計
四
首
が
取
り
上

A

;

(

1

0

)

d

-

A

・

4;

げ
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
す
べ
て
「
一

j

j
」
と
い
う
形
で
歌
匂

の
一
部
(
叩

1
m
番
歌
は
玉
音
の
一
旬
の
み
)
だ
け
が
引
か
れ
て
い
る
。

こ
の
「
一
・
・
」
と
い
う
引
用
の
形
は
、
他
で
は
詞
蕎
。
作
者
名
か

ら
引
用
す
る
際
に
用
い
ら
れ
て
(
「
一
」
を
欠
脱
し
て
い
る
場
合
も
若

干
あ
る
)
お
り
、
八
月
つ
挙
げ
た
四
箇
所
に
限
っ
て
、
長
歌
の
一
句
乃
至
二

匂
を
引
く
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
も
考
慮
に

入
れ
て
こ
こ
に
空
白
が
あ
る
意
味
を
考
え
る
と
、
こ
こ
か
ら
長
歌
の
注

に
入
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
だ
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
よ
っ
て
、
こ

こ
の
空
白
は
、
親
本
の
欠
落
を
意
味
し
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で

あ
る
。次

に
詞
書
か
ら
の
引
用
と
な
う
て
い
る
ご
・
・
」
の
形
の
部
分

で
、
反
対
に
空
白
が
な
い
の
で
気
に
な
る
所
を
見
て
み
よ
う
c

常
上
巻
6
/
/
右
8
行
田
か
ら
同
左

1
行
自
に
か
り
て
は
、
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
て
、
左

1
行
目
が
右
8
行
田
に
対
す
る
注
ゃ
あ
る
こ
と
を

一
ボ
す
形
を
と
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
同
左

2
行
自
か
ら
は
、
目
別
番
歌

引
用
と
そ
の
注
が
続
い
て
い
る
。

一

権

中

納

言

義

懐

よ

し

ち

か

(

右

8
行
白
)

き
た
の
宮
の
も
、
ふ
さ
の
扉
風
土
江

1
行
口
問
)

し
か
し
、
右
8
行
自
の
「
権
中
納
言
義
懐
」
は
日
番
詞
書
の
一
部
で
あ

り
、
そ
の
注
は
下
の
「
よ
し
ち
か
」
で
完
結
し
て
い
る
。
人
各
に
つ
い

て
は
、
こ
の
よ
う
に
引
用
と
同
じ
行
に
読
み
の
み
を
示
す
例
が
他
に
も

幾
つ
も
あ
る
の
で
あ
る
。
で
は
左

1
行
目
は
何
か
と
4

一
酉
う
と
、
こ
れ
は

む
番
詞
書
の
一
部
で
あ
り
、
こ
の
行
は
本
来
二
き
た
の
富
の
も
き
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の
扉
風
」
と
あ
っ
て
、
次
行
に
そ
の
注
が
あ
っ
た
筈
な
の
が
、
二
」

と
と
も
に
注
を
欠
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い

っ
た
経
緯
を
、
左

2
行
田
と
左

3
行
自
の
問
に
一
行
分
空
白
が
な
い
こ

と
も
加
味
し
て
想
定
す
る
と
、
最
初
に
む
番
詞
書
注
が
書
き
漏
ら
さ
れ
、

次
に
そ
れ
に
伴
っ
て
、
あ
る
い
は
字
の
擦
れ
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
、
二
」
が
蓄
さ
、
漏
ら
さ
れ
、
「
き
た
の
宮
-
-
」
が
「
権
中
納
言

義
懐
」
に
対
す
る
注
と
誤
解
さ
れ
て
、
あ
た
か
も
注
の
よ
う
に
三
字
程

下
げ
て
書
写
さ
れ
た
と
い
う
よ
う
な
段
階
を
経
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ

う
(
こ
の
よ
う
な
段
階
を
踏
む
う
ち
に
、
「
き
」
↓
「
』
さ
ー
一
の
誤
写

も
生
じ
た
か
)
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
親
本
の
段
階
で
完
備
し
て
い
た
の

が
、
阿
波
本
が
書
写
さ
れ
る
時
に
現
在
の
形
に
い
き
な
り
変
わ
っ
た
と

は
考
え
に
く
か
ろ
う
。

さ
ら
に
、
常
上
巻
羽
/
右
3
行
目
。

4
行
目
は
、

一
健
守
法
師

一
偽
名
の
〉
ぶ
し
に
て

(
1
1
)
 

と
な
っ
て
い
る
が
、
共
に
別
番
詞
書
の
一
部
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
続
く
5

0

6
行
自
に
は
仏
名
の
野
伏
の
説
明
が
あ
る
だ
け

で
、
「
健
守
法
師
」
の
説
明
を
欠
く
。

mm
番
歌
注
の
例
に
照
ら
せ
ば
、

こ
こ
の

3
包

4
行
自
の
聞
に
も
一
行
分
空
白
が
あ
っ
て
も
よ
さ
そ
う
で

あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
も
と
も
と
は
恐
ら
く
「
健
守
法
師
」
の
下
の

部
分
に
そ
の
読
み
方
が
記
さ
れ
て
い
た
の
が
落
ち
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ

ま
り
、
先
に
示
し
た
中
向
上
巻
6

/
右
8
行
自
と
同
じ
形
式
だ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
こ
の
欠
脱
も
、
い
つ
の
段
階
で
起
こ
っ
た
の
か
は
や
は
り
分

か
ら
な
い
。
阿
波
本
書
写
者
の
書
き
漏
ら
し
で
あ
る
可
能
性
も
充
分
に
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あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

縁
が
あ
っ
て
『
拾
遺
集
私
抄
』
の
研
究
を
始
め
た
。
そ
の
手
始
め
と

し
て
阿
波
本
に
あ
た
っ
て
本
文
を
確
か
め
、
佐
藤
翻
刻
の
補
遺
を
作
成

し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
佐
藤
翻
刻
が
あ
り
、
か
っ
、
ウ
ェ
ブ
上
で
全
帖

の
写
真
、
が
見
ら
れ
る
の
で
、
か
え
っ
て
誤
り
が
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
本
翻
刻
補
遺
を
公
に
す
る
ま
で
も
な
い
か
と
は
思
っ
た
が
、
佐

藤
氏
以
外
に
は
本
書
に
対
寸
る
本
絡
的
研
究
が
皆
無
で
あ
る
現
況
を
緩

み
、
本
書
の
存
在
が
学
界
に
再
認
識
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
敢
え
て

出
し
た
も
の
で
あ
る
。
ご
叱
正
を
切
に
願
う
次
第
で
あ
る
。

さ
て
、
佐
藤
氏
の
研
究
は
精
徽
を
極
め
た
も
の
と
言
っ
て
よ
く
¥
繍

考
や
成
立
時
期
な
ど
に
関
し
て
も
説
得
力
の
あ
る
推
論
が
展
開
さ
れ
て

い
る
。
が
、
い
ず
れ
も
ま
だ
確
定
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
い
っ
て
い
な

い
。
そ
ん
な
中
、
当
面
の
目
標
は
、
成
立
時
期
を
明
ら
か
に
す
る
と
こ

ろ
に
置
く
の
が
順
序
で
あ
ろ
う
。
佐
藤
氏
は
中
世
を
主
張
す
る
が
、
『
和

歌
大
辞
典
』
は
項
目
立
て
の
下
に
〔
江
戸
期
注
釈
蓄
〕
と
し
て
い
て
、

字
数
の
制
約
の
た
め
も
あ
ろ
う
、
本
ー
文
で
も
根
拠
は
示
し
て
い
な
い
。

実
は
私
も
江
戸
期
の
可
能
性
を
捨
て
き
れ
な
い
と
考
え
て
お
り
、
今
後

考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

成
立
時
期
の
次
に
は
編
者
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
佐
藤
氏
は
、
『
拾

遺
和
歌
集
』
か
ら
本
書
に
採
歌
さ
れ
た
歌
の
傾
向
を
見
、
勅
撰
和
歌
集

の
中
核
を
占
め
る
四
季

P

歌
・
十
俗
歌
よ
り
も
神
楽
歌
を
は
じ
め
と
す
る
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「
雑
歌
的
な
性
格
の
歌
を
多
く
採
取
し
て
い
る
」
点
に
着
目
、
加
え
て

「
「
釈
教
歌
」
的
性
格
の
歌
」
の
採
歌
も
目
立
つ
こ
と
、
あ
る
い
は
注

(
2
)
で
も
言
及
し
た
特
徴
な
ど
も
加
味
し
、
「
作
者
は
恐
ら
く
宗
教

方
面
の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
る
神
官
か
僧
侶
か
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
こ

と
に
多
大
の
関
心
を
持
つ
者
で
あ
ろ
う
と
息
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
」
と

推
測
し
て
い
る
。
も
う
少
し
具
体
的
に
は
、
兼
好
と
性
質
を
共
有
す
る

よ
う
な
「
二
条
派
の
穏
選
歌
人
」
圃
「
歌
学
僧
」
を
編
者
に
比
定
し
て

い
る
。
太
ー
蓄
の
研
究
は
、
も
う
一
人
の
兼
好
の
発
掘
に
繋
が
る
か
も
し

れ
な
い
の
で
あ
る
。

成
立
時
期
・
作
者
の
究
明
の
た
め
に
は
、
「
翻
刻
補
選
」
で
も
少
し

触
れ
た
本
書
の
伝
来
過
程
の
究
明
も
同
時
に
進
め
な
く
て
は
な
る
ま

い
。
本
書
に
対
す
る
唯
一
の
本
格
的
研
究
で
あ
る
佐
藤
氏
の
研
究
成
果

を
多
く
紹
介
し
て
き
た
が
、
佐
藤
氏
の
研
究
は
、
本
書
の
成
立
か
ら
阿

波
本
に
至
る
ま
で
、
増
補
や
抄
出
が
な
さ
れ
な
っ
た
こ
と
を
前
提
と
し

て
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
実
は
そ
も
そ
も
そ
の
点
が
気
が
か
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
注
釈
蓄
の
場
合
に
、
こ
の
前
提
に
最
初
か
ら
立
っ
て
果
た

し
て
よ
い
も
の
か
。
勿
論
、
孤
本
で
外
部
徴
証
を
見
い
だ
せ
な
い
本
書

の
場
合
、
内
部
徴
証
か
ら
増
棟
。
抄
出
の
有
無
を
見
極
め
る
の
は
不
可

能
に
近
い
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
多
く
の
人
が
研

究
に
参
画
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

1専河

μ
手
小
e

堤

古田〕
(
1
)

「
拾
遺
集
私
抄
に
つ
い
て
」
(
『
冒
一
一
語
と
国
文
学
』
第
幻
巻
第
3

nv 

口
方
・
明
一
年
3
月
)
。
後
、
『
中
世
文
学
未
刊
資
料
の
研
究
』
(
ひ
た

ウ
ム

く
審
一
房
・
錦
年
2
月
)
「
第
二
部
研
究
置
解
説
篇
第
一
章

拾
遺
集
私
抄
に
つ
い
て
」
に
吸
収
。
以
下
、
佐
藤
氏
の
説
に
言
及

す
る
場
合
は
.
す
べ
て
悶
著
に
よ
る
。

(
2
〉
佐
藤
氏
が
指
摘
す
る
本
書
の
内
容
の
特
徴
の
一
部
を
挙
げ
て
お

く
。
佐
藤
氏
は
、
本
書
の
注
釈
内
容
が
「
翠
易
を
旨
と
し
て
」
、

「
啓
蒙
的
」
「
常
識
的
」
で
あ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
指
摘
す
る
。

そ
ん
な
中
で
、
「
恋
歌
の
部
の
注
釈
は
、
(
中
略
)
他
の
部
類
の

歌
に
比
較
す
る
と
比
較
的
に
長
い
も
の
が
多
く
み
ら
れ
」
、
か
っ

「
恋
愛
心
理
の
分
析
を
試
み
て
い
る
説
明
ま
で
み
ら
れ
て
面
白
い
」

と
言
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
「
非
科
学
的
な
神
が
か
り
的
な
一
一
言
葉

を
は
っ
き
り
と
否
定
し
、
冷
静
に
注
釈
を
施
し
て
い
る
」
と
か
、

本
警
の
興
味
深
い
特
徴
を
佐
藤
氏
は
多
く
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ

る。

(
3
〉
そ
の
前
に
阿
波
本
の
書
誌
を
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
基
本
的
書
誌
に
つ
い
て
も
、
佐
藤
氏
が
詳
細
に
紹
介
し
て

い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
た
だ
、
私
が
阿
波
本
を
実
見
し
て
、

佐
藤
氏
の
報
告
に
付
け
加
え
て
お
く
べ
、
さ
と
気
づ
い
た
点
と
し
て

次
の
三
点
が
あ
る
。
即
ち
、
上
巻
表
紙
右
上
に
判
読
で
き
な
い
一

文
字
乃
至
は
二
文
字
(
朱
)
が
書
か
れ
て
お
り
、
題
第
下
に
「
共

一
一
」
(
朱
)
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
一
I
巻
の
題
材
然
は
後
の
も
の

で
あ
る
こ
と
、
下
巻
の
裏
表
紙
は
剥
が
れ
て
存
在
し
な
い
こ
と
で

あ
る
。

(
4
)
注
(
1
)
蕃
の
「
第
一
部
本
文
翻
刻
篇
」
に
、
他
五
作
品
の

翻
刻
と
と
も
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
他
五
作
品
を
挙
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げ
て
お
く
。

家
長
日
記
(
阿
波
国
文
庫
旧
蔵
徳
島
県
立
図
書
館
蔵
)

土
御
門
内
相
通
親
郷
記
(
阿
波
国
文
庫
旧
縁
徳
島
県
立
図
書
館
蔵
)

遠
嶋
百
首
(
森
敬
介
旧
蔵
徳
島
県
立
図
書
館
蔵
)

下
冷
泉
為
豊
七
十
五
番
恋
歌
合
(
阿
波
国
文
庫
旧
餓
佐
藤
高
明
刊
紙
)

文
亀
三
年
品
川
六
番
歌
合
(
阿
波
国
文
庫
回
議
徳
島
県
立
図
書
館
蔵
)

(
5
)
徳
島
県
立
図
書
舘
の
ホ

i
ム
ベ

i
ジ
に
入
り
、
「
一
所
蔵
資
料
紹

介
」
↓
「
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
阿
波
国
文
庫
(
部
分
公
開
ご

↓
「
拾
遺
集
私
抄
」
へ
と
進
む
。

一
回
同
門
官
。
¥
不
当
老
若

Z
F
S々
吉
田
内
5
F
E同
国
出
品

m
E」
同
丈
島
田
加
国
内
田
一
¥
同
国
由
同
戸
甲
山
王
}
¥
由
耳
目
仏
間
性
同
曲
一
町

一て
C
E
N目
官
官
官

(
6
)
注

(
3
)

で
触
れ
た
上
巻
表
紙
の
朱
の
文
字
も
ウ
エ
ブ
上
の
写

真
で
は
見
え
な
い
。
本
文
中
で
も
、
例
え
ば
、
品
開
下
巻
却
/
右
2

行
自
の
「
や
り
」
の
右
に
あ
る
「
と
」
(
朱
)
は
ウ
ェ
プ
上
の
写

真
で
は
見
え
な
い
と
思
う
。
ち
な
み
に
、
徳
島
県
立
図
書
舘
で
写

真
の
現
物
が
開
閲
覧
で
き
る
が
、
そ
れ
で
は
こ
れ
ら
の
文
字
が
、
う

っ
す
ら
と
で
は
あ
る
が
、
確
認
で
き
る
。

(
7
)

佐
藤
翻
刻
の
私
意
に
よ
る
濁
点
が
問
題
を
抱
え
る
箇
所
の
一
例

を
、
誤
読
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
文
字
も
含
ま
れ
て
い
る
所
か
ら
一

笛
所
挙
げ
て
お
く
。

中
間
上
巻
m
w
/
左
5
行
自
/
四
番
歌
注

ム
H

我
ヲ
」

L
乙
は
〉
我
な
ト
」
た
で
は
也

ご
」
と
」

A
U

「と」

「
と
」
の
左
に
見
せ
消
ち
(
朱
)
、
右
に
「
そ
」
(
朱
、
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濁
点
銀
山
し
)

こ
こ
を
佐
藤
翻
刻
は
、
見
せ
消
ち
・
傍
記
に
従
い
、
か
っ
、
私
意

に
濁
点
を
付
し
て
「
我
と
は
、
豆
、
我
な
ぞ
た
て
ば
也
」
と
す
る
(
二

七
頁
口
行
自
)
。
「
我
問
は
ば
、
我
謎
立
て
ば
也
」
と
と
る
(
実

質
的
に
は
、
動
詞
「
間
ふ
」
リ
動
詞
「
謎
立
つ
」
の
指
摘
)
の
で

わ
が

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
は
交
の
下
に
示
し
た
返
り
で
、
即
ち
「
「
我

-

》

わ

が

こ
と
は
」
(
四
番
歌
の
初
旬
)
は
、
「
我
謎
立
て
は
」
也
」
の
意

(
実
質
的
に
は
、
名
詞
「
こ
と
」
日
名
詞
「
謎
立
て
」
の
指
摘
)

で
あ
ろ
う
。
文
字
の
読
み
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
「
b

」
や
「
山
由
」

の
上
の
「
は
」
に
濁
点
を
付
し
て
解
す
る
の
も
誤
り
だ
と
思
う
。

(
8
)

こ
こ
か
ら
朱
が
な
く
な
る
理
由
は
勿
論
分
か
ら
な
い
。
こ
こ
よ

り
後
、
品
開
下
巻
お
/
左

7
行
自
に
朱
の
汚
れ
が
あ
る
の
も
気
に
な

る
。
反
対
に
こ
こ
よ
り
前
で
墨
の
書
き
込
み
が
あ
る
所
と
し
て
は
、

世
上
巻
泌
/
左

8
一
行
自
の
「
忠
」
に
付
さ
れ
た
片
仮
名
の
読
み
仮

名
が
あ
る
。
こ
の
字
の
友
に
は
朱
で
鍵
型
の
印
と
「
志
」
の
傍
記

も
あ
り
、
と
も
ど
も
異
質
で
あ
る
。

(
9
)
他
の
空
白
行
は
、
あ
る
巻
か
ら
次
の
巻
へ
と
移
る
巻
の
切
れ
目

に
あ
る
。
た
だ
、
す
べ
て
の
巻
の
切
れ
目
に
空
白
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
そ
の
場
合
は
指
摘
し
て
お
い
た
。

/む

(

M

W

)

佐
藤
氏
も
『
和
歌
大
辞
典
』
(
明
治
書
院
・
川
均
年

3
月
。
『
拾

遺
集
私
抄
』
は
武
井
和
人
氏
の
担
当
)
も
、
本
蓄
が
『
拾
遺
和
歌

集
』
か
ら
抄
出
し
た
歎
数
を
三
百
六
十
八
苦
と
す
る
が
、
こ
れ
は

歌
句
今
一
体
が
引
用
さ
れ
た
短
歌
・
旋
頭
歌
。
短
連
歌
を
併
せ
た
数

で
あ
り
、
長
歌
四
首
は
数
え
ら
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
佐
藤
氏
は
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「
『
拾
遺
集
私
抄
』
で
は
、

が
、
誤
り
。

(
日
)
こ
れ
と
同
様
、
一
首
の
読
書
か
ら
二
箆
一
所
引
い
て
い
る
所
と
し

て
、
大
上
巻
付
/
/
'
右
3
行
自
「
一
大
隅
さ
く
ら
し
ま
の
忠
信
」
、

同
8
行
自
二
め
し
か
ん
か
へ
ん
と
し
侍
け
る
と
き
」
が
あ
り
、

共
に
矧
番
詞
蓄
の
一
部
で
あ
る
。
こ
こ
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

対
す
る
注
が
直
後
に
備
わ
っ
て
い
る
。

(
口
)
注
(
日
)
参
照
。

(
日
)
阿
波
本
を
見
る
限
り
増
補
・
抄
出
の
痕
跡
は
な
い
と
言
っ
て
も

ょ
い
と
思
う
が
、
増
補
。
抄
出
の
痕
跡
が
な
い
こ
と
が
楢
補
。
痕

跡
の
な
い
こ
と
に
直
ち
に
繋
が
る
わ
け
で
は
な
い
の
は
言
う
ま
で

も
な
い
。

長
歌
は
採
歌
し
て
い
な
い
」

と
広コ

フ

平日堤

門
付
記
〕
阿
波
本
の
閲
覧
並
び
に
翻
刻
を
許
可
下
さ
っ
た
徳
島
県
立
図

書
館
に
は
深
く
感
謝
し
ま
す
。


